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O F菓大学教育学部 阿部明岱
＜緒誼〉私逹は大部分の人がそうである様に、
健康状態をそこなって新めてn分の健山につい
て考える。ある幼児にとっての火fりは一生涯、火
への異常なる注忍深さとして心に残るであろうし、
ある小学生にとっての付折は己れの行動の不安定
の股めを呼び起すであろうし、ある中学生1ことっ
てアレルギ一体質からくる刃境に対する抵抗力の
弱さは、連動を通して身体を鍛錬することを促が
そうし、あるほ校生にとって流行性耳下腺炎をわ
ずらえば、不妊という問題を意識しようし、ある
火学生にとって受験勉強に追われスポーツの機会
のなかった分を取り返そうとヨット部で無理をす
れば結核の一歩手前に己れを骰くことになるやも
しれぬ。
W. H .0の健康の定義には、 「健康とは身体
的、粘神的、社会的に健f.Jlであること……」とさ
れている。つまりこのモつの面のいずれが欠けて
も社会生活では完全な虹頌とはいえない訳である。
それでは人はこの世に生を受けてからどの様にし
て健康観を形造るのか。占来から哲学的に健碩観
は辿ぺられてきている。しかし個人的に健山観が
創られるぺきものならば、どの様な囚を持つもの
なのか。その一つのアプローチとして偏病経験の
記箇と関連させて考えてみる。安全教育の面から
も債々人の人ー病（（用病）経験の涸査は、間接経験
の面から一考を要する点がある。
く 研究の目的 〉人にとって偏病経験の柏み屯ねで
個人毎に健康観が形茄られるのではなかろうか。
長期1蜀にわたって病床にあればF故への反省も起
ころうし、不「1出さを経験すれば将米への気配り
も生まれ様。現在の学生が呆してそういう経験を
しているのか。過保函的家庭の兄られがちな現任、
果して褐病経験はあるのかないのか。 「病気をし
たことのない人は冷たい」といわれるけれども、
その様な人の健山観はどういうものか。安全教育
曲から個人債人にとってかけがえのない忍兄を聞
くことは閻接経験の蓄栢をすることが出来様。
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く 研究の方法、 対象〉質問紙法で行なう、時間は
約2 0 分程度。 （注： 9i5病経験とは 2 0 杓前後の
今迄のうちで一番治療に時日を要した経験をさす）
①健康観だけを辿ぺさせたのは昭和 4 8 、 4 9年
度特げlJ行成課程 2 年生 4 0 名、 1柑和 4 91fc度且護
教諭捉成所2年生 3 0 名、合計 7 0 名。 ②健碩
観と傷病経験にooする質問に解答させたのは昭和
5 0 年度小学校課程 2年生男女 8 0名、迩誕教諭
従成所 2 年生 2 9 名、保健体育科男女 2 4 名、合
計 1 3 3 名、総it2 05 名。（何れも下菜大学教
行学部学生）
質問市項の内容 ①大病（侶内を含む）で1木ん
だのは何オの頃ですか。 ②期間はおよそ位1日
（伺過問）位ですか。自宅ですか、病院ですか。
③偽病名は何ですか。 ④身体のどこの部分です
か。 ⑤休んで思ったこと、何を燥じ今度からと“
んなことに気をつけ様と思いましたか。そしてそ
れは身体のどの部分か。 ⑥｛財丙経験と現(jての fl
分のもっている健康観ととの様に関係しますか。
無関係の人はその社康観を述べて下さい。 ⑦傷
病経験のない人は自分の健椒管理と健ぬ観につい
て述ぺて下さい。
く調査の結果 〉①偽病名に関して一保紐体育科：
男 fは骨折が最も多く、運動中におきたものであ
る。女子は(1)風邪(2)脱臼(3)気管支炎、 小学校課程
男fは(1)交辿巾故（含打揆）（2）風邪、 ナシが 1 4 
名いた。（この中には風邪経験者も片干含まれる
と考えられる。風邪を大病とみなさぬ傾向がある
故）女子は(1)風邪(2)交通•µ故（含、 打撲）。捉教
：風邪が人·部分をしめる。全体からみると男チは
(l)t?折(2)交通市故で、 女fは風邪であるし特に保
健体育科の学生男女合わせて、骨折、捻挫、 脱臼
の占める割合が店い。従って大病経験とされる上
な傷病名は竹折、交通Ji故、風邪である。大部分
の学生が何らかの傷病で放投をよぎなくされたと
考えられる。又、経験なしは 1 3 4 名巾 1 9 名で
ある。（この中には風邪も｝平干含まれ、 幼なくし
千葉体育学研究第 1 号 1 9 7 7 年
て記憶なしも含まれる。）
如オの頃か全体的に見て男女とも(1)小学校
(2)小学校以前(3)中学校の順。 ③日数に関しては
女子は風邪が多い故に2 、 3Aですむとされるが
年に同回もというケースも多い。男 fの場合半ケ
月の期閾が最も多い。 ④身体のどの部分である
か、男女とも風邪に関連して頸がトップである。
男子の場合、上肢、下肢と身体表面、 女子の場合
身体内部となる。 ⑤病院か自宅か。男子の場合
は病院治疫が自宅を上回り、女 fは自宅がほとん
どである。
以上の結果から総合すると骨折、交辿m故、風
邪という傷病を小学生時代を中心に経験し、平均
して一週間内外の期闇板追し、男 •-fは上、下肢と
身体及面の部位が多く病院治祖、女子は身体内部
の部位経験で自宅での治祖となる。従って健駁を
そこない、不自由さを経験することが過去におい
て学生には大部分みられる。
健観の中心内容、低病経験の印象の課程別の
詳細は省略して結論と考察について述ぺる。
く調査結果の考察 〉保健体育科の学生は男女とも
傷病経験は有る。その経験から生まれる健康観は
個人的健頃竹理といえる。小学校課程男女の健康
観への取り組みは錫病経験の少ない故か余り確と
したものはみられない。病床経験のない学生は通
りーベんの解答で第三者に訴える健康観はない。
没護教諭従成課程の女＋は健頃へのOO心は高い。
只、身近かな些細な病に非常に気にかけると同時
に社会的に奉仕する気持がその健康観にみられる。
特別石護課程の学生は理論的に健康観を形造りW
. H .0の定義の頂点を精神的面にとる学生が多
い。以上のことから大病経験と健頌観を結び付け
る意識が学生に見られる。人病経験はかけがえの
ない時間を失うと同時に個人の意識の持ち万によ
って自己の鯉康管理1こ非常な大きい意味を持つと
考えられる。しかし安全教育の面からも、大病経
験をへずに立派な健康意識を持つ、 活発な児童、
生徒の育成をはかることが、 大切である。
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